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1.組織の概要 

１． 名称及び代表者名  
  堀越倫世税理士事務所  税理士 堀越倫世 

  
２． 所在地      

  〒381-0043 長野県長野市吉田二丁目 7 番 21 号 

 
３． 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者氏名 橋本 由美子 
環境管理担当者氏名 酒井 直樹・臼井佳子 

連絡先   TEL：026-252-5080 FAX026-252-5081 
E-mail：m-ooren@michiyo-office.gr.jp 

 
４． 事業内容 

  クライアントからの依頼による税務全般に関する業務 

 
 
５． 事業の規模 

  従業員数（所長含む）  12 名    事務所床面積 210.71 ㎡ 

 
 
６． 事業年度 1 月～12 月 

 
 
７． 対象範囲（認証・登録範囲） 全組織・全活動 

 

 



 
2.環境経営理念及び方針  
 

堀越倫世税理士事務所は 

ここに掲げる環境経営理念,環境経営指針に 

基づいて環境経営活動を行う 
 
 
 

環 境 経 営 理 念 

 
地球にやさしい環境保全に配慮し、事業活動を通して、自然と人類が豊かに共生できる社会

環境の実現にむけて努力します。 

 

環 境 経 営 方 針 

 

1. 事業活動が与える環境影響をとらえ、省エネルギー、リサイクルを推進し、企業市民として

環境保全の継続的な改善に取り組みます。 

 

2. 環境関連の法律・規則を遵守するとともに、自主管理基準を設定し、環境保全に努めます。 

 

3. クライアントに対し、サービス・情報の提供と併せて環境保全に関する経理処理を行うこと

により、環境保全に寄与します。 

 

4. 全職員が環境経営方針に関する認識を深め、責任の明確化を図るとともに、積極的に環境教

育を実施します。 

 

 

 

 

改訂 2019 年 2 月 15 日 

制定 2002 年 8 月 2 日 

堀越倫世税理士事務所 

所長  堀 越 倫 世 



3.活動組織及び役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代
表
者 

環境経営に関する総括責任 

環境管理責任者の任命 

環境目標の設定を承認 

全体の評価と見直し 

堀越 

管
理
責
任
者 

環境経営システムを構築、管理 

環境目標・活動実施計画書の作成 

環境への負荷、取組の自己チェックの実施 

環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

各項目の問題点の発見、是正、予防処置 

橋本 

臼井 

副
責
任
者 

職場意識改善計画の策定・運用 

ホームページでの環境活動の運用管理 

各項目の問題点の発見、是正、予防処置 

酒井 

岡本 

デ
ー
タ
管
理
責
任
者 

電気等使用量の調査実施 

電気等使用量の回覧資料作成 

各項目の問題点の発見、是正、予防処置 

ホームページの更新 

文書の電子化・電子申告の推進・実施 

橋本 

小林千 

全
社
員 

環境経営方針、目標を計画に従い業務を実行する 

異常の早期発見及び緊急時の対応処置と報告 

環境保全活動への積極的な参加 

SDGS についての理解を深め、目標に対して意識をもって

取り組む 

全社員 

 

 

 

環境管理責任者 環境管理副責任者 

データ管理担当

 

代表者 

全社員 

 



2018年～2020年

2021年～2022年

使用量（年間） 　　　　　　　

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

購入電力(kwh) 15,457.0 15,591.0 15,319.0 17,061.0 16,795.0

ガソリン(L) 1,050.0 1,141.0 1,070.0 1,019.0 1,271.0

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

電力 8,006.73 8,076.14 7,935.24 7,592.15 7,473.81

ガソリン 2,436.00 2,647.12 2,482.40 2,364.08 2,948.72

合計 10,442.73 10,723.26 10,417.64 9,956.23 10,422.53

二酸化炭素排出量　（年間）　　　ｋｇ-CO2

令和1年度中部電力の調整実排出後係数0.445ｋｇ-ＣＯ2/ｋｗｈを適用（令和3年1月7日　環境省・経済産業省公表）

平成28年度中部電力の調整実排出後係数0.518ｋｇ-ＣＯ2/ｋｗｈを適用（平成29年12月21日　環境省公表）
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4.環境目標（中期数値目標）と結果 

 環境目標 
2022 年 

実績（１月～12 月） 

2023 年 

目標（１月～12 月） 

2024 年 

目標（１月～12 月） 

2025 年 

目標（１月～12 月 

1 CO2 排出量の削減 

（Kg-CO2） 
10,422.53 10,400.00 10,400.00 10,400.00 

2 電気使用量の削減 

＊１      （ｋｗｈ） 
16,795.0 17,000.0 17,000 17,000 

3 ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 

（L） 
1,271.0 1,200.0 1,200 1,200 

4 一般廃棄物の削減 

（ｋｇ） 
907.9 900.0 900 900 

5 紙購入量の削減 

（冊/500 枚） 

A4…240 

A3…6 

B5…4 

B4…2 

A4…240 

A3…6 

B5…4 

B4…2 

A4…240 

A3…6 

B5…4 

B4…2 

A4…240 

A3…6 

B5…4 

B4…2 

6 水使用量の削減（㎥） 88 88 節水又は現状維持に努める 

7 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載・更新 

（回数） 
6 6 

ﾃｰﾏを決め 

年６回更新 

ﾃｰﾏを決め 

年６回更新 

8 グリーン購入推進 

      （％） 
43 45～55 

積極的にｸﾞﾘｰﾝ購入を取り入れる 

＊１：令和１年度中部電力の調整後排出係数 0.445 ㎏-CO2／kwh を適用（令和 3 年 1 月 7 日 環境省・経済産業省公表） 

二酸化炭素排出量（年別） ｋｇ-CO2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　

　2018年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 994.56 1,148.92 1,062.42 721.57 475.01 424.76 437.71 614.35 500.91 335.15 499.87 791.50 8,006.73

ガソリン 201.84 136.88 162.40 394.40 174.00 232.00 222.72 153.12 190.24 208.80 141.52 218.08 2,436.00

合計 1,196.4 1,285.8 1,224.8 1,116.0 649.0 656.8 660.4 767.5 691.2 544.0 641.4 1,009.6 10,442.73

　2019年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 960.89 1,300.70 1,082.10 854.18 565.66 390.57 353.28 556.85 410.26 361.05 470.34 770.27 8,076.15

ガソリン 229.68 150.80 132.24 387.44 171.68 262.16 222.72 259.84 243.60 194.88 162.40 229.68 2,647.12

合計 1,190.6 1,451.5 1,214.3 1,241.6 737.3 652.7 576.0 816.7 653.9 555.9 632.7 1,000.0 10,723.27

　2020年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 917.90 1,013.73 923.59 777.52 606.06 399.90 416.99 506.09 556.85 365.19 627.30 824.12 7,935.24

ガソリン 248.24 171.68 120.64 406.00 141.52 234.32 225.04 211.12 183.28 187.92 160.08 192.56 2,482.40

合計 1,166.1 1,185.4 1,044.2 1,183.5 747.6 634.2 642.0 717.2 740.1 553.1 787.4 1,016.7 10,417.64

　2021年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 1,070.23 1,087.58 1,004.37 759.62 516.65 342.21 347.10 538.45 352.00 317.29 501.07 755.61 7,592.18

ガソリン 199.52 148.48 129.92 378.16 134.56 211.12 222.72 273.76 174.00 178.64 157.76 155.44 2,364.08

合計 1,269.8 1,236.1 1,134.3 1,137.8 651.2 553.3 569.8 812.2 526.0 495.9 658.8 911.1 9,956.26

　2022年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 942.07 1,183.70 1,196.61 974.11 395.16 118.82 430.76 436.99 395.61 332.42 451.23 616.33 7,473.81

ガソリン 264.48 213.44 174.00 426.88 148.48 285.36 280.72 285.36 197.20 252.88 190.24 229.68 2,948.72

合計 1,206.6 1,397.1 1,370.6 1,401.0 543.6 404.2 711.5 722.4 592.8 585.3 641.5 846.0 10,422.53

平成28年度中部電力の調整後実排出後係数0.518ｋｇ-ＣＯ2/ｋｗｈを適用（平成29年12月21日　環境省公表）

2021年・2022年 令和1年度中部電力の調整後実排出後係数0.445ｋｇ-ＣＯ2/ｋｗｈを適用（令和3年1月7日　環境省・経済産業省公表）
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評価 

 *2～４月は事務所拡張のため、業務の前進を図った。これに伴い業務が集中し電力が増加、以降は復活した。 



5.活動の結果と評価、次年度の取組 

◎よくできた〇普通△あまりできなかった×全く出来なかった 

 

 

６．緊急事態の想定と対応 

  当社に係わる緊急事態は地震・風水害・火災と共に情報セキュリティが想定される。 

  全員が集まる機会がコロナで制約されたため、関連のホームページから情報セキュリティに関わる 

情報を収集して、朝礼等で周知した。 

 

 活動計画 評価 取組の結果 次年度の取組 

1.電力使用量の削減  

昼休み及び不使用部屋の消灯 ◎ 

室内温度設定の徹底（冷房 27℃/暖房 23℃） ◎ 

残業届出・管理の徹底 ◎ 

ｸｰﾙ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの早期開始・終了延期 ◎ 

  

最低限の取組は習慣化

され出来ている。空調を

全取替した為か６月以

降ｴｱｺﾝ使用量が安定

している 

近年異常気象による気

温の上昇、低下にはｴｱ

ｺﾝの適切な使用が不

可欠。適正温度で使用

していく 

2.ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減  

関与先訪問の効率化 ◎ 

エコドライブ 10 のすすめを実施 〇 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

  

ｴｺ運転・安全運転等の

意識は皆高い 

効率の良いﾙｰﾄでの関

与先訪問 

引き続き効率のよいﾙｰ

ﾄで外出・関与先訪問を

心掛け、ｴｺ運転・安全

運転を実践していく 

3.一般廃棄物の削減  

廃棄とﾘｻｲｸﾙの分別強化 ◎ 

資源回収業者と契約し分別強化 ◎ 

  

ｺﾛﾅ感染対策として、紙

ｺｯﾌﾟ、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙを使

用。紙削減と感染対策

の両立が難しい 

廃棄紙類はｼｭﾚｯﾀﾞｰを

利用し有価物として分

別ﾘｻｲｸﾙへ 

両面印刷の徹底 

４.紙使用量の削減  

電子申告・ﾒｰﾙ等ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ促進の徹底 ◎ 

両面印刷を再度徹底強化 〇 

印刷項目の必要性再チェック 〇 

廃
棄
物
削
減 

不要なＤＭなど返却・拒否 △ 

ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ増加、資

料出力の為 A4 用紙使

用量増 

機密情報の取扱が多く

削減は難しい 

ﾒｰﾙ・電子申告の徹底 

紙使用量減少へ 

機密頻度が低いものか

らの電子保存への意識

転換 

５.水使用量の削減  

節水の呼びかけ ◎ 

水
使
用 

使用量の把握 ◎ 

出し過ぎず、こまめに確

実に止める 

使用量の把握 

ｴﾈﾙｷﾞｰやﾗｲﾌﾗｲﾝが

貴重な時代、限りある資

源を大切に使いたい 

６.情報発信等  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにて SDGｓ・環境保全の情報発信 ◎ 

SDGｓ・環境保全等のｾﾐﾅｰ積極的に参加 ◎ 

情
報
発
信
等 

ｸﾞﾘｰﾝ商品購入を積極的に取り組む 

電子化への対応 

◎ 

税務に囚われず、気候

変動・環境保全・SDGｓ

などのﾃｰﾏ決め、年６回

HP に掲載 

事 務 所 主 催 で 環 境 ・

SDGｓ取組に関するｾﾐﾅ

ｰ開催予定。関与先様

等に積極的に発信して

いく 



７.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価 

当社に適用される法規制等と業務に適用となる義務規定の主な環境関連法規等とその主な内容 

法改定の確認 ２０２３年９月 30 日     注）判定・・・〇：尊守、△修正・再点検、×：不尊守、-：該当無し 

法規制等の名称 
適用される事項 

（施設・物質・事業活動） 
証拠書類等 判定 

・一般廃棄物委託先の確認 長野市委託業者 〇 
廃棄物処理法 

・分別と計量及び抑制 排出記録表 〇 

消防法 
・消火器の配置、防災設備の設置 

・防災法に基づき設備の保守点検の実施 
 〇 

・フロン類使用機器の定期点検 点検表 〇 
フロン排出抑制法 

・第 1 種特定製品の修理・処分 引取証明書 〇 

容器包装ﾘｻｲｸﾙ法 ・分別及び適正処分 引取記録 〇 

家電ﾘｻｲｸﾙ法 ・特定家電の適正処分 － － 

長野市条例 ・廃棄物の減量化、再資源化の推進 引取記録 〇 

上記環境関連法については、環境管理責任者が遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守している 

ことを確認しました。 <2023 年 9 月 23 日> 

また、過去 3 年間関係各機関から特に指摘・指導は無く訴訟もありませんでした。 

８.活動事例等  

情報収集・発信  

・8 月：森林保全の取り組みについて行政とクライアントとの橋渡し等サポートしていく 

・9 月：長野県のｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ実現に向けた取組等の懇談会に出席（所長・職員） 

・10 月：長野県森林鳥獣対策地域の視察（所長） 

鳥獣被害防御ネット等の生分解成分製品の県での利用状況や現在までの成果と進捗状況 

・10 月：経営者協会主催ｱﾝｺﾝｼｬｽﾊﾞｲﾔｽ研修（所長・職員） 

多様性を認め、多様な人材が活躍できる組織・社会をつくる研修参加 

・11 月：長野経団連主催環境懇談会出席（所長） 

県経済界が環境についてどのような方向性をもっているのか学び関与先に啓蒙活動積極的に行う 

・様々な研修会を経て、税務に限らず多方面な内容で今後は事務所主催のｾﾐﾅｰにも展開していく 

・SDGｓや環境問題はこれからの経営に欠かすことができないので、自ら学び関与先に積極的に働きかけ

ていきたい。職員一人一人もﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどを使い身近な出来事を発信する。 

除雪作業 

・市街地より北に位置している為、積雪量は比較的多い。目の前の歩道を通勤通学に使う方もいらっしゃる

ため早めの除雪を心がけている。 

その他 

・６月空調をすべて取替えた結果 ｴｱｺﾝ電力使用量が安定したと感じる。やはり電化製品は日々進歩して

おり現在は省エネ対応のものが殆ど。適切なお手入れをして長く使うのも大事だが、ある程度使用したら取

替の検討も大事だと思う。 



９.代表者による全体の評価及び見直しと指示 

 

地道に取り組んできたエコアクション 21 は、事務所にとって見直しの時が来ている。事

務所内部においては、職員一人一人が環境に対する意識を深めているが大きな変化はない。

しかし内部にとどまっているだけでなく、中小企業への啓蒙と取組の支援が事務所の使命

である。 

 

本年度、御殿場市にあるリコー環境事業開発センターを視察した。事務機器を扱ってい

るリコーは、早い時から環境開発に取り組み、今の時代にあった商品開発をしている。電

帳法が施行され、これからはますますペーパーレス化が進む。リコーの主力製品であるコ

ピー機や印刷機は需要が低下していく。それに対する経営戦略として環境事業に乗り出し

て独自のバイオマス発電を行い、太陽光パネルの軽量化やハンドタイプのプロジェクター

等の製品を開発販売している。こうした先を見据えた早期からの企業の取組を、中小では

あるがクライアントに持続可能な経営の参考になるよう発信していくことが大きな役割と

考える。 

 

また森林県である長野県が目指す「森林経営県」に向けて、様々な取り組みの策定にか

かわり、日常生活や企業経営にも県産材の活用等の提案をする職員も増えてきた。 

自分たちの足と頭を使い体感したことを今後もクライアントに、地域住民に伝えていき、

少しでも持続可能な社会が形成できるよう支援を続けていきたい。   

 

地球という財産を自分たちで守っていくという意識を持ち続けながら行動を起こし、ま

た収集した情報をクライアントとともに共有し少しでも実現していくことが、明るい未来

につながると信じている。 

 

 

2023 年 10 月 31 日 

堀越倫世税理士事務所 

所長 堀 越 倫 世 

 

 

 

 

 

 

 

 


